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新型コロナウイルス感染症の影響に関する緊急調査（建設産業）について

１ 調査概要

（１）期 間：令和２年４月１５日～２２日（８日間）

（２）手 法：徳島県電子申請・届出システムによるＷｅｂアンケート

（３）対 象：県内の建設産業

（４）回答数：１１３社（土木工事業、建築工事業、土木設計、建築設計、測量他）

２ 調査結果

（１）経営状況：売上高（対前年同月比）

３月 ４月(見込み) ５月(見込み) ６月(見込み)

前年と変わらない ７５社（66％） ６７社（59％） ６４社（57％） ６３社（56％）

減少 ２３社（20％） ４０社（35％） ４５社（40％） ４９社（43％）

うち50％以上減少 ２社（ 2％） ６社（ 5％） ８社（ 7％） １２社（11％）

増加 １５社（13％） ６社（ 5％） ４社（ 4％） １社（ 1％）

（２）経営状況に係る具体的な影響（自由記載）

・ 現時点では特に影響なし （３２社）

・ 資材、機器や作業用具の調達に支障 （２８社）

・ 民間発注数の減少・遅れ （４社）

・ 営業活動に影響 （２社）

（３）国・地方自治体への要望・提案（自由記載）

・ 状況に応じた工事一時中止、工期延伸の措置 （２０社）

・ 公共工事に係る予算執行の維持 （１４社）

・ 休業補償、助成金、無利子融資等による支援 （１４社）

・ 工事一時中止、工期延伸に伴う追加費用等の対応 （１３社）

・ 打合せにおけるＷｅｂ会議の利用拡大 （３社）

・ 経営審査の要件緩和 （２社）


